
　新型コロナウイルスが世界中で猛威をふるっております。編集を終える頃に至りましても、時々刻 と々情勢が変わってお
りますので、今回号が皆様のお手元に渡る時には、どうなっているか予想が出来ません。状況が良い方向に向っていること
を願ってやみません。
　当法人でも各施設で出来る限りの感染の予防対策を図り、情勢を見て、慎重に対応にしているところであります。皆様に
おかれましても、ご自身の健康管理と感染予防にご留意下さい。

編集後記

■㈱アオノ■井上建設㈱■いいずみファミリークリニック■池田義教■碓井真由美
■㈲エイ・アンド・エイ■圓妙寺■小穴菅登■太田智■沖本富夫・洋子■勝又洋子■㈱カミオ
■梶本直正■門司一徹■神田五郎■㈱かつまた■加藤俊洋、由香■協栄空調㈱■菊池正治
■木本小百合■静岡恵明学園　理事長　杉村伸一■小林悠真■小西徳三■㈱コーラ■佐野正
■佐藤昌之■佐藤みどり■サンコー防災㈱■清水銀行■白井ひろみ■シャトレーゼ富士店
■杉山幹根■須藤和夫■鈴木庸由■清都■髙橋武雄■髙橋ハヤ■ダイエー工業　鈴木重勝
■㈲ 大富士■㈱ 大松園■月岡医院■戸巻紀美 子■トレンドマイクロ㈱ C R Sチーム
■行木秀和■虹の会　代表　味岡佐千代■日本鏡餅組合■布田保孝■早川博美■美影館
■ビーバースカウト■富士信用金庫今泉北支店■深澤良子■藤巻利治■文屋　代表　木下豊
■㈱プレナスほっともっと事業本部■保科会計事務所■星野太郎バッグデザイン研究㈱■㈱松野精肉店
■公益財団法人毎日新聞東京社会業団■㈲松永精巧　松永秀彦■美濃部みどり■妙立寺■望月晃
■ヤマグチ電機㈱■山田賢一■㈱ライフプラザアドバンス　　　　　　　　　　　　　　　　　

たくさんのご寄付をいただきありがとうございました。お礼を
申し上げるとともに、ここに紹介させていただきます。（敬称略）

年間会費
個人会費 1口 1,000円｝ 会　　社

団体会員 1口 3,000円｝

　多くの方々から後援会費を送金いただき、心より感謝を申
し上げます。また新規のご入会も随時受けつけております。
子どもたちのため、おとしよりのために、あたたかいご支援
いただけますよう、ご入会をお願いいたします。
　会費の振込先は下記の口座にて承ります。

振込先（郵便局振替口座）

・口座番号 00880-0-2423　  ・口座名称 芙蓉会後援会

何口でも
結構です

銀 行 名　ゆうちょ銀行
店　　名　〇八九店
預金種目　当座
口座番号　０００２４２３
口座名義　フヨウカイコウエンカイ

他の金融機関からの
お振込を受ける際に
ご指定いただく口座
情報は、右記のとお
りとなります。

後援会からのお知らせ

（R1.11.23～R2.2.28）

　芙蓉会は、皆様方のご支援に支えられなが
ら今日を迎えております。一人ひとりの想いの
こもったご寄付は、社会福祉事業を推進して
いく上での大きな支えとなっております。年
間を通して寄付金をお受けしておりますので、
何卒ご協力の程よろしくお願い致します。
　今後とも変わらぬご支援ご指導を賜ります
ようお願い申し上げる次第でございます。

振込先

銀 行 名　静岡銀行 吉原北支店

預金種目　普通預金

口座番号　０817169

口座名義　社会福祉法人芙蓉会　理事長　内藤好彦
　 　　　  シャカイフクシホウジンフヨウカイ
　 　　　  リジチョウ　ナイトウヨシヒコ

寄付のお願い
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児童養護施設
地域小規模児童養護施設
乳 児 院
企業主導型保育施設
特別養護老人ホーム
ショートステイ
通 所 介 護
通 所 介 護
居宅介護支援事業
地域包括支援センター
在宅介護支援センター
看護小規模多機能

ひ ま わ り 園
ひ ろ み
恩 賜 記 念 み ど り 園
さ く ら 保 育 園
み ぎ わ 園
み ぎ わ 園
デイサービスセンターみぎわ園
ふようデイサービスセンター
ふよう居宅介護支援事業所
富士市吉原西部地域包括支援センター
み ぎ わ 園
み ぎ わ の 里

℡0545-52-0402
℡0545-22-1281
℡0545-53-5665
℡0545-55-1118
℡0545-55-1800
℡0545-55-1877
℡0545-55-1800
℡0545-52-1397
℡0545-52-5500
℡0545-30-8324
℡0545-55-1811
℡0545-30-7952

※今回、他の施設はありませんでした。目 箱安 （R2.1月～3月）

●ひまわり園
内容：絵本の寄付をしたが、ホームページに掲載
　　　されていなかった。

対応：迅速に対応し、ホームページに掲載させて
　　　頂きました。大変申し訳ありませんでした。⇨

内容：野良猫が屋上に上がり込んで鳴き声がする。 対応：職員が屋上から出して、入り込めないよう
　　　に対応しました。⇨
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公分母

　福祉の人材不足が全国的に騒がれる中、令和2年3
月末、特別養護老人ホームみぎわ園に職員として新
たなメンバーが加わりました。法人での新たなチャレ
ンジであります。それは異国の地東南アジア、ベトナ
ム共和国より来た介護技能実習生の2人です。東南ア
ジア経済連携協定（EPA）の一環とした外国人雇用
での技能実習制度や特定技能実習生の受入れ制度
であります。この受入れについては以前より検討を重
ねた中で、令和元年7月鳩の家協同組合（県東部地
域受入れ監理団体）の協力の下、ベトナムへ受け入れ
の為の面接に行って来ました。彼女たちは、ベトナム
のDONGTHAP（ドンタップ）医療短期大学を卒業
し看護師の資格を習得後、日本での学生就労資格取
得の為、SULECO（スレコ日本語学校）で1年間の
寮生活をしながら日本語と介護職の基礎知識を学ん
でいました。面接の場で「食事は寮の食堂が工事中
の為、外の屋台で山盛りの野菜を食べている」と話
すので「ベジタリアンですか」と聞くと、「これはお金
が安く、お腹が満たされるから」と話し、「お金のな

い学生は、野菜も食べれずに水を飲んで満たす」等と
一生懸命に覚えたての日本語で話をしながら自己紹
介をしてくれました。日本へ行く事を夢見ながら頑
張っている姿に感動しました。又、彼女たちは、「日本
に居る高齢者に日本の介護技術を早く覚えて介護を
したい」とも話してくれました。
　技能実習生としてベトナムから入国するには日本語
検定資格N4の取得が入国条件です。特に日本語は
諸外国に比べ難しい言語とも言われ、文字も漢字・ひ
らがな・カタカナ・ローマ字と様々に使い分けて生活
をしています。そんな私達の日本、芙蓉会みぎわ園に
夢を描きながら来た2人を、私たち全員で協力し合い、
人との関わりを大切にして、温もりを持って、仕事では
失敗しても良い、次に繋がる学びを伝えながら、日本
の介護技術の習得に向けてゆっくりと見守りたいと
思います。彼女たちの母国へ帰った時、夢の実現へ
の一助となれるよう、私たちも共に学び成長出来れ
ばと思っています。

特別養護老人ホームみぎわ園　戸巻 俊裕

「新たなチャレンジ」
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　2月、みぎわの里の5周年祭を行いました。
　おでかけクラシックの皆さんに『フルート3重奏』
を披露して頂きました。昼食をバイキングにしたり
5年間の歩みを写真として掲示しました。6年目も
たくさんの笑い声を響かせたいと思います。

　1月、初めての新年会を行いました。ボランティアの長谷川様
による『ヒーリング二胡』の演奏や、ご利用者による『新春・カラ
オケ大会』、職員による『獅子舞』、お昼には『鍋パーティー』で
賑やかに新年を迎えました。

周周周周、みぎわわの里里の5周5周周5周みみ、みぎみみみぎぎぎ 周年祭を行年祭年年祭周周周 行い した。ましいま
のでかけククラシッックのの皆さんに『フ ート3重ルーフル
。 食をバイ露して頂頂きました。した キングにし昼食をバイイキ昼食をバイイキキングにしキングキ

5周年

＊ぶり解体ショー
　ぶりが美味しいこの季節♪目の
前で捌いていただきました!
　生で見る職人技に釘付けでした。
ぶりは脂が乗っていて最高☆

＊豆まき
　２月初旬には豆まきを行いました！
　一年の厄を祓うため、「鬼は外！福は内！」の
掛け声とともに皆一生懸命に鬼退治です！！
　昼食は恵方巻きを作り、西南西を向きながら
美味しく食べました☆

＊初 詣
　年明けより、三日市浅間神社
へ初詣に行ってきました！
　お参りをした後にはおみくじを
引いたり、お守り
を買ったりと皆様
それぞれに楽しみ
ました。

＊デイサービスセンターみぎわ園＊＊デイサービスセンターみぎわ園＊

＊みぎわ園＊＊みぎわ園＊

＊みぎわの里＊＊みぎわの里＊

＊ふようデイサービスセンター＊＊ふようデイサービスセンター＊

クリスマス

節分

日常の様子

歌や演奏など

楽しみました♪

かわいい鬼と

記念撮影！

もしも！に備えて、
避難訓練。

順番に踏んで伸ばして、手打ちうどんを作りました！

みんなで茶を
点てました。

童心に返っ
て

紙飛行機飛
ばし☆

前

　みんなでホットケーキ
作り！！大きいホットケー
キが食べたくてついつ
い大きくなっちゃう！！
　お誕生日のお祝いもしました！！
これからもどうぞお元気でいて
ください。

　３月３日はひな祭り
顔はめパネルで
ハイチーズ！！！
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　１２月のお楽しみ会は、クリスマス会でした！
画用紙で出来た大きなツリーにディズニー
キャラクターのオーナメントを貼って飾り付け
しました。出し物では、パプリカとミッキー
マウスマーチの曲に合わせてダンスを披露し
ました。みんなとても上手に踊っていました！
　昼食は、お星様いっぱいのクリスマスメニュー
でした！たくさんおかわりして食べていました。

　1月のお楽しみ会では、獅子舞を作り
ました！目や鼻などのパーツを獅子の顔
に貼り、白い絵の具で体に模様を描き、
素敵な獅子舞ができました。
　そして、今年はねずみ年ということで
ねずみの帽子やカチューシャをつけて写真
を撮りました。みんなポーズもバッチリ！！

　２月のお楽しみ会では、鬼のパンツを作りました。シー
ルを上手に貼り、素敵な模様の鬼のパンツが出来ました！
　その鬼のパンツを履いて、豆に見立てたボールをダン
ボールで出来た鬼に投げて豆まきをしました。
「オニハソトー！」と言いながら楽しそうに投げて
いました。
　昼食は鬼のドライカレーでした。「オニ！！！」と
言いながらモリモリ食べていました。

3月のお楽しみ会は小グループでお出かけしました。3月のお楽しみ会は小グループでお出かけしました。

　成人を迎えた卒園生の晴れ姿。
　社会に出てから、色々なことに悩み、乗
り越え、少しずつ大人に成長していく彼女。
そんな彼女を見守ってきた大人達に囲まれ、
祝福されていました。恥ずかしくも嬉しそ
うな表情と、彼女を見つめる大人の温かく
優しい眼差しが、印象的でした。

　成人を迎えた卒園生の晴れ姿。
　社会に出てから、色々なことに悩み、乗
り越え、少しずつ大人に成長していく彼女。
そんな彼女を見守ってきた大人達に囲まれ、
祝福されていました。恥ずかしくも嬉しそ
うな表情と、彼女を見つめる大人の温かく
優しい眼差しが、印象的でした。
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　昨年もたくさんの方々からご支援を頂きました。納得住宅工房様、富士
中央ライオンズクラブ様、フロンティアジャパン様、ADEKA様、ワールド
メイド様、まかいの牧場様、富士豪傑フォーラム様、ワイワイカンパニー様、
ABC基金様、たくさんのご支援ありがとうございました。また、プロレス
観戦、かっぱ座、音楽芸術鑑賞など、ご招待頂きありがとうございました。
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　１２月のお楽しみ会は、クリスマス会でした！
画用紙で出来た大きなツリーにディズニー
キャラクターのオーナメントを貼って飾り付け
しました。出し物では、パプリカとミッキー
マウスマーチの曲に合わせてダンスを披露し
ました。みんなとても上手に踊っていました！
　昼食は、お星様いっぱいのクリスマスメニュー
でした！たくさんおかわりして食べていました。

　1月のお楽しみ会では、獅子舞を作り
ました！目や鼻などのパーツを獅子の顔
に貼り、白い絵の具で体に模様を描き、
素敵な獅子舞ができました。
　そして、今年はねずみ年ということで
ねずみの帽子やカチューシャをつけて写真
を撮りました。みんなポーズもバッチリ！！

　２月のお楽しみ会では、鬼のパンツを作りました。シー
ルを上手に貼り、素敵な模様の鬼のパンツが出来ました！
　その鬼のパンツを履いて、豆に見立てたボールをダン
ボールで出来た鬼に投げて豆まきをしました。
「オニハソトー！」と言いながら楽しそうに投げて
いました。
　昼食は鬼のドライカレーでした。「オニ！！！」と
言いながらモリモリ食べていました。

3月のお楽しみ会は小グループでお出かけしました。3月のお楽しみ会は小グループでお出かけしました。

　成人を迎えた卒園生の晴れ姿。
　社会に出てから、色々なことに悩み、乗
り越え、少しずつ大人に成長していく彼女。
そんな彼女を見守ってきた大人達に囲まれ、
祝福されていました。恥ずかしくも嬉しそ
うな表情と、彼女を見つめる大人の温かく
優しい眼差しが、印象的でした。

　成人を迎えた卒園生の晴れ姿。
　社会に出てから、色々なことに悩み、乗
り越え、少しずつ大人に成長していく彼女。
そんな彼女を見守ってきた大人達に囲まれ、
祝福されていました。恥ずかしくも嬉しそ
うな表情と、彼女を見つめる大人の温かく
優しい眼差しが、印象的でした。
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（単位：円） （単位：円）
勘　　定　　科　　目 本年度（A） 前年度（B） 増減額（A）-（B） 備　　　　考

収　
　

入

事業活動収入計（１）

支　
　

出

事業活動支出計（２）

収　
　

入
施設整備等収入計（４）

支　
　

出
施設整備等支出計（5）

収　
　

入

その他の活動収入計（7）

支　
　

出

その他の活動支出計（8）

予備費支出（10）
当期資金収支差額（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

750,487,000 
429,950,000 
12,057,000 
650,000 
57,000 

1,269,000 

1,204,417,000 
930,142,000 
151,054,000 
124,733,000 
2,485,000 
1,524,000 
6,558,000 

1,216,496,000 
-12,079,000 
9,500,000 

16,700,000 
35,519,000 
30,800,000 

66,319,000 
-49,619,000 

120,000 

66,072,000 

66,192,000 

12,262,000 

12,262,000 
53,930,000 
1,100,000 
-8,868,000 

123,000 

67,557,000 

67,680,000 

45,700,000 

45,700,000 
21,980,000 
1,727,000 

-38,625,000 

724,759,000 
481,531,000 

10,000 
648,000 
76,000 

1,359,000 

1,225,264,000 
865,289,000 
161,107,000 
120,707,000 
2,487,000 
1,659,000 
6,888,000 

1,158,137,000 
67,127,000 
15,209,000 

15,209,000 
33,988,000 
107,226,000 

141,214,000 
-126,005,000 

25,728,000
-51,581,000
12,047,000

2,000
-19,000

-90,000

-20,847,000
64,853,000
-10,053,000
4,026,000

-135,000
-2,000

-330,000
58,359,000
-79,206,000
-5,709,000

7,200,000 7,200,000

-33,438,000
31,950,000
-627,000

29,757,000

前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）＋（12）

241,452,893 
232,584,893 

280,077,893 
241,452,893 

-38,625,000
-8,868,000

-1,488,000

-33,438,000

-74,895,000
76,386,000

-1,485,000

-3,000

1,491,000

-76,426,000
1,531,000

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5）

その他の活動資金収支差額（9）＝（7）－（8）

事業活動資金収支差額（３）＝（１）－（２）

介護保険事業収入
児童福祉事業収入
保育事業収入
その他事業収入
借入金利息補助金収入

1,405,000 2,045,000 -640,000経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入

8,542,000 14,836,000 -6,294,000その他の収入
流動資産評価益等による資金増加額

人件費支出
事業費支出
事務費支出
利用者負担軽減額
支払利息支出
その他の支出

施設整備等補助金収入
施設整備等寄附金収入
設備資金借入金収入
固定資産売却収入
その他の施設整備等による収入

設備資金借入金元金償還支出
固定資産取得支出
固定資産除却・廃棄支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
その他の設備整備等による支出

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入
長期運営資金借入金収入
長期貸付金回収収入
投資有価証券売却収入
積立資産取崩収入

拠点区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入

拠点区分間長期借入金収入

その他の活動による収入

長期運営資金借入金元金償還支出
長期貸付金支出
投資有価証券取得支出
積立資産支出
拠点区分間長期貸付金支出
拠点区分間長期借入金返済支出

サービス区分間繰入金収入
拠点区分間繰入金支出

その他の活動による支出

（単位：円）

令和2年度  資金収支予算書
（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日

社会福祉事業区分  資金収支予算明細書
（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日

「法人本部」
　社会福祉法人は、平成28年の社会福祉法改正により、経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明性の
向上等の改革を行ってきました。また、人口減少や急速な高齢化等の社会構造の変化の中で、社会福祉法人の
責務として、既存の社会保障制度や社会福祉制度では対応が困難な地域ニーズを積極的に把握・対応していく
ことが求められております。一方、生産年齢人口は、令和7年以降さらに減少が加速するなど、令和22年に向け
て現役世代（担い手）の減少が課題となっており、地域包括ケアシステムの構築や地域共生社会の実現等、地域
で連携してサービス提供することが求められてきているところであります。
　以上を踏まえ、社会福祉の人手不足などの問題が深刻化することが見込まれるなか、地域における社会福祉
サービスを確保するとともに、社会福祉法人が地域貢献の取り組み等を一層進めていく必要があると考えられ
ます。
　社会福祉法人芙蓉会は令和2年6月で創立117周年を迎えます。法人理念の下、地域社会との信頼関係を構
築し、質の向上とガバナンスを高めていくことが重要と考えており、更なる透明性（情報公開）・倫理性（苦情解
決）・組織性（内部監査・監事監査・外部監査）の積極的な取り組み姿勢、労務管理、地域貢献活動（買い物困難者
への支援事業）の実践を推進して参ります。
　今年は、新任職員研修及び中間管理職研修と新たにハラスメント相談窓口者を対象に立石雅世弁護士と塩谷
知一弁護士による研修を開催し、働きやすく魅力ある職場づくりと職員の資質向上に努めより質の高いサービ
ス提供を目指して参ります。さらに、良質な福祉サービスの継続的な提供に向けて、人材確保、育成、定着が最重
要課題となっており「福祉の仕事の魅力」の発信（ＷＥＢの有意義な活用等）に向けて不断の努力を重ねて参り
ます。

「児童養護施設 ひまわり園」
　令和元年度に「静岡県社会的養育推進計画（素案）」が策定されました。その策定に伴い各施設は今後10年
間の計画案提出を求められ、十分な説明も議論もされないまま県に提出することになりました。国の方針として
「里親委託の推進」「施設の小規模化、地域分散化」「多機能化、高機能化」という方向性は確定しており、児童養
護施設はその方針に則った運営計画を立てるよう求められました。施設の将来計画を策定するためには、財政
基盤の保障なくしてできる筈はないのですが、あまりにも強引に国は推し進めようとしています。
　そうした方針の影響か、静岡県内の殆どの児童養護施設は定員割れを起こしており、ひまわり園においては、
昨年度暫定定員69名（定員75名）だったのが入所児童数の伸びが見られず、更に保育士不足による1ユニット
閉鎖の影響によって、毎月の初日在籍児童数は平均48名と過去にない少人数での運営を余儀なくされました。
そのため令和2年度は暫定定員62名になる見込みとなりました。このことは今後の施設運営に少なからず影響
を及ぼすものであり、特に問題になるのは、平成8年に定員90名で改築した本体施設の維持管理費用です。
　本体施設で小規模グループケアを実施するためには、「早期家庭復帰や里親委託等に向けた専門的な支援を
積極的に行っていること」「高機能化及び多機能化・機能転換、小規模かつ地域分散化に向けた職員の人材育成
を行っていること」「概ね10年程度で小規模かつ地域分散化を進める計画を、人材育成も含めて策定している
こと」という条件を満たさねばなりません。更にユニットの児童数は従前の6人以上8人以下から「6人」に修正さ
れ、「各ユニットに玄関があること」が新たに条件として追加されました。これによって今後小規模グループケアを
増やしていくためには建物構造の改築が必要になってきます。現存建物を改築しない限りは申請自体ができな
くなったということであります。ひまわり園としては、本体建物の老朽化に伴う外壁タイル補修工事を優先的に
実施しなければならず、これに関して補助金請求は難しいため令和2年度に自己資金で実施するほかないと考
えています。その他の設備に関しては、今後の小規模化の計画と共に平行して行う事になると考えます。　
　ひまわり園では、国の政策に対応する今年度の方針として、「地域小規模児童養護施設ひろみ」の改築計画を
進めたいと考えています。「ひろみ」は平成13年度に開設しましたが、以前は中古住宅を購入して「自活ホーム」
として建物を使用していました。建物は耐震工事や一部改修等で現在の状態を保っていますが老朽化が著しい
ため、改築に向けての準備を具体的に行いたいと考えています。
　ひまわり園は平成8年の改築までは職員は住み込みが基本でした。職員は子どもたちと起居を共にした暮ら
しをベースに、子どもたちを養育してきました。現在の建物に改築した時に通勤制に勤務を変更しましたが、ひま
わり園は「おはようからお休みまで同じ顔がそこにあること」「縦割りユニットを基本にして年齢等でユニットを変
えない」ということを大切にした勤務を基本に据えて体制を進めてきました。現在、指導員・保育士の平均勤続年
数は9年11ヶ月で、職員が口々に言うのは「縦割りで子どもの成長を見続けることができるから長く勤務してこ
れた」ということです。しかし現実的な問題として、保育士の宿直は労働基準監督署の許可を得ているとは言え
概ね3日に1回あり、また土日、祝祭日、夏休み等の長期休暇では平常勤務以上の長時間児童が施設にいること
になるため、実質の超過勤務時間が増えるにもかかわらず十分な保障ができていないのも事実です。建物の構
造上の問題、ユニットの児童構成を含め、労働条件の改善を検討しなければなりません。この問題についても今
年度の重要な検討課題としてあげざるを得ません。

「地域小規模児童養護施設 ひろみ」（ ひまわり園加算事業 ）
　本体施設の支援のもと、地域の中での生活体験を基盤に家庭的な環境の中で、より個別的な関わりを持ちな
がら個別のニーズに沿った支援を提供することを目指します。
　入所児童へは本体施設の支援のもと、児童相談所や学校などと連携し落ち着いた生活が送れるように支援し
ていきます。
　今年度末に1名が自立する予定です。各関係機関と連携し自立へ向けた支援をしていきます。また退所後、安

定した生活が送れるようにアフターケアについても具体的な計画を立て、各関係機関の協力を求めていきます。
　地域のボランティアの方との関わりや、地域のイベントに参加することで、地域との関わりに広がりが出てきま
した。引き続き、地域の行事や日常の関わりを通して、施設への理解や関係が深まるよう努めていくと同時に、地
域で生活をしている児童福祉施設が地域の福祉や、まちづくりにどう関わっていくのか、何が出来るのか職員で考
えていきたいです。
　また建物の老朽化が進んでおります。家屋の新築や移転など、具体的な計画を立てていく中で現場の意見も積
極的に発信し、計画が円滑に進むよう努めていきます。
　令和2年度は本体施設の支援のもと、以下の基本目標に基づき職員の技能向上および児童養護サービスの向
上に努め、安全で安心な暮らしを子どもたちに保障し、社会的自立並びに家族再統合に向けて関係機関、地域、学
校、保護者と連携・協働して事業を推進します。

「恩賜記念 みどり園」
　改正児童福祉法や、平成29年8月に示された「新しい社会的養育ビジョン」では家庭養育優先の原則を推進し、
乳児院･児童養護施設等には、家庭での養育が難しいケアニーズの高い子ども達の養育と、親支援（里親や地域
家庭を含む）等、施設の専門性を高めてさらなる家庭復帰、親子再統合を図っていくとともに、里親や特別養子縁
組を含む在宅家庭への支援を行うこと等、児童福祉施設の高機能化及び多機能化、小規模化･地域分散化を進め
るように強く求めています。
　それに伴い「新しい社会的養育ビジョン」では社会的養育を担う施設の養育に必要な職員を配置するように国
に求めていましたが、現時点では乳児院に関する職員配置等についての改善は示されていません。養育単位の規
模化や分園化には職員の配置増が必須要件ですので、分園や高機能化や機能強化に関する計画が進められない
状態にあります。
　しかし令和2年3月よりみどり園内に企業主導型保育施設さくら保育園の開設を行いましたので、乳児院の施
設面積に関する変更を行い、保育園との連携をとりながら、みどり園を必要としている子ども達の安心や安全を守
ることを第一義として、また巣立っていった子ども達の足跡を守る家庭に変わる場所としての役割を堅持すること、
小規模化を考慮した養育環境の整備を行い、地域の家庭支援を中心としたニーズに応えられるような施設機能の
強化を基本とした事業計画を作成しました。これに加えて、国より示された「働き方改革」の趣旨を考慮し、24時
間365日稼働している社会福祉施設での労働環境の整備を模索することや、園舎北側の土地で行う分園型小規
模グループケアを中心とした施設の建設計画と、実施可能な付帯事業についても行政機関との調整しながら事業
開始に向けて必要な人材の確保や養成についても事業に盛り込みながら、事業を進めます。
　定員は乳児30名ですが、入所児童の減少から暫定定員での事業となるため、必要に応じて積立金の取り崩し
を行います。

「特別養護老人ホーム みぎわ園」
　日本が様々な意味で注目される年となる事が予測されます。加えて、国際状況は米中貿易摩擦、中東情勢の緊
張激化、さらに中国における新型肺炎による世情不安など様々な影響が考えられるところです。
　労働者環境に於いては、「働き方改革」をキャッチフレーズに、働く環境への整備と充実が叫ばれる年でもあります。
　そのような中、2025年問題とした団塊の世代が7５歳を迎え、介護保険サービスの受給者が更に増える事が
予想され、その背景を見た時、介護人材の不足が深刻な状況になる事が懸念されています。人材確保の施策につ
いては急務であり、新卒採用に向けて年度当初より募集エリアを静岡県の他、県を越境しての行動の下で、新た
な人材確保に向け就職セミナー大学及び専門学校に対しても幅広く募集をかけて行く必要があると思われます。
　同時に直接介護に携わる職員の働き方の再検討を進める事も計画して行きます。
　本年度より外国人雇用、ベトナム社会主義共和国より技能実習生を受入れ、外国人の人材を登用した実践が進
められます。
　一方で、職員の介護スキルアップを目的とした研修も綿密に組み上げ、職員一人ひとりのステップアップに期待
をしています。加えて、IOT及びICTを活用した介護現場の業務改善への取組みも検討の一つとして行う必要が
あるように思われます。
　令和２年度は、３年毎に改正される介護保険報酬基準の最終年であり、介護保険料の拠出が膨大に嵩む中、厚
労省としては利用者への自己負担の増額が求められ、その背景の下で介護サービス事業所へは、様々な要望が
求められる事も予測されます。この様な中でも対応出来うる施設として、また選ばれるよう時代に即した入居系、
在宅系サービスへの経営、運営努力が必要となって来ます。
　介護事情の変化と共に地域のニーズに即した介護提供を進める上で、現ふようデイサービスセンターの進化を
期すべく内容の充実を図り、施設移転を含めた検討を行っていきます。
　昨年度、富士市との間で福祉避難所として、災害時配慮者（要支援者）救護施設として提携を結び災害時受け入
れ施設としての整備を進める中、非常用自家発電設備を整えた所であります。
　東南海地震及び風雨災害等に備えるべく整備の充実を図り、継続的に持続性のある計画実施と介護ニーズに
沿った事業計画とします。

「さくら保育園」
　乳児院、児童養護施設、特別養護老人ホームの方々と触れ合える環境の中で、季節の伝統および行事を大切に
しながら一人ひとりの成長を見守り、心と体を豊かに育てます。

　新型コロナウイルスによる感染症が猛威を振るっています。日本政府はこのウイルスに対抗するための諸策を講じ、様々な通知を発出していますが、見通しがたたず現時点では何時何処で感染するか分か
らないような状況になっています。社会福祉法人芙蓉会の主要事業は、24時間体制で365日継続した稼働が求められるため、利用者の安心や安全を守るべく、この目に見えない強敵に対して既存の感染症
対策の見直しと強化を図り、できうる限りの対応を行いたいと思います。
　政府が示した働き方改革関連法案や、女性活躍・ハラスメント規制法の成立にともない、労働施策総合推進法、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法など５本の法律が一括改正され、同一労働同一賃金、
勤怠管理の徹底をはじめとする職場の精神衛生を含む労働環境の整備が求められています。
　これは、今まで精神論で維持されていた部分が大きい対人援助サービスを行う福祉の職場、社会福祉法人には様々な見直しを行う要件が提示されました。
　社会福祉法人芙蓉会は、利用者本位・利用者第一主義を基本にサービスを提供してきましたが、福祉の現場は慢性的な人手不足の状態で、求人を行っても応募がありません。介護福祉士や保育士等の専
門職の養成校も定員割れを起こしている状況で、次の世代を担う人材の確保に苦慮しています。一方、求職者を取り巻く環境は、スマートホンさえ持っていればどこに居ても求人情報が閲覧で、サイトに登録
すれば自分の希望する職種の求人情報を勝手に紹介してくれるばかりか、労働条件や給与面の比較が簡単にできる時代になりました。まさに売り手市場の状況が続いており、求職者には魅力のある職場環
境と、その職場情報の発信が求められています。
　このような状況の中で、当法人を利用する方々の最善の利益の追求と、地域などから求められる公益事業の展開を継続するために、必要な人材を確保するための方策を根本的に見直し、法人や、施設の職
場環境のアピール等の方法を充実させて新たな人材を確保する事、当法人を選んで働いてくれている職員の誰もが安心して仕事が続けられる労働環境を整備する事、職員自身がキャリアアップする事に対
してモチベーションの維持ができる事の三点を主軸に、先達の作り上げてきた思想や理念・支援技術を継承し、進化･発展させる次の世代の人材の確保や、育成をおこなう事業を展開する年度とします。

「子どもとお年寄りの幸せを目指して」～創立の理念・精神を伝承するために～

※令和2年度事業・予算報告は、紙面の都合上縮小して掲載しています。事業・予算報告は、当法人ホームページでも閲覧できますのでご覧下さい。

令和2年度　社会福祉法人芙蓉会　事業計画 2019年度 社会福祉法人芙蓉会　予算計画

（単位：円）
社会福祉事業区分  資金収支予算明細書

（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日
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支

　　　

勘　　定　　科　　目 拠　　点　　区　　分 合　　計 内部取引消去 事業区分合計

役員報酬支出

医薬品費支出

葬祭費支出

燃料費支出

流動資産評価損等による資金減少額

事業活動資金収支差額（３）＝（１）－（２）

2,000,000 

-29,163,000 -14,440,000 

2,000,000 
543,157,000 

-12,079,000 -45,842,000 77,366,000 

人件費支出 22,219,000 206,610,000 930,142,000 176,740,000 5248,573,000 930,142,000 
2,000,000 

職員給料支出 9,365,000 130,560,000 105,904,000 297,328,000 543,157,000 
職員賞与支出 3,130,000 44,080,000 178,211,000 35,159,000 95,842,000 178,211,000 
非常勤職員給与支出 4,591,000 2,810,000 70,062,000 9,510,000 53,151,000 70,062,000 
派遣職員費支出 2,349,000 2,349,000 2,349,000 
退職給付支出 200,000 1,800,000 15,534,000 1,787,000 11,747,000 15,534,000 
法定福利費支出 2,933,000 27,360,000 118,829,000 22,031,000 66,505,000 118,829,000 

事業費支出 51,670,000 151,054,000 19,985,000 79,399,000 151,054,000 
給食費支出 15,750,000 55,109,000 5,479,000 33,880,000 55,109,000 
介護用品費支出 6,920,000 6,920,000 6,920,000 

事業活動支出計（２） 31,788,000 294,930,000 1,216,496,000 215,864,000 673,914,000 1,216,496,000 
-12,079,000 

支払利息支出 1,524,000 1,524,000 1,524,000 
その他の支出 4,450,000 6,558,000 2,086,000 22,000 6,558,000 

利用者等外給食費支出 4,440,000 6,548,000 2,086,000 22,000 6,548,000 
雑支出 10,000 10,000 10,000 

諸会費支出 152,000 460,000 1,589,000 433,000 544,000 1,589,000 
雑支出 1,400,000 390,000 2,369,000 405,000 174,000 2,369,000 

利用者負担軽減額 2,485,000 2,485,000 2,485,000 

保健衛生費支出 690,000 3,361,000 1,069,000 1,602,000 3,361,000 
被服費支出 910,000 2,504,000 594,000 1,000,000 2,504,000 
教養娯楽費支出 1,420,000 3,769,000 1,274,000 1,075,000 3,769,000 
日用品費支出 370,000 1,759,000 1,389,000 1,759,000 

本人支給金支出 8,705,000 2,145,000 8,705,000 
保育材料費 100,000 100,000 100,000 

水道光熱費支出 8,790,000 
6,560,000 

35,597,000 3,308,000 21,894,000 33,992,000 
燃料費支出 820,000 820,000 820,000 
消耗器具備品費支出 1,350,000 7,980,000 1,300,000 5,330,000 7,980,000 
保険料支出 940,000 2,202,000 171,000 1,091,000 2,202,000 
賃借料支出 3,300,000 7,816,000 1,943,000 

22,000 
22,000 

2,573,000 7,816,000 
教育指導費支出 9,060,000 9,082,000 9,082,000 

幼児教育指導費 240,000 262,000 262,000 
義務教育指導費 3,080,000 3,080,000 3,080,000 
高校教育指導費 3,500,000 3,500,000 3,500,000 
学校給食費 1,800,000 1,800,000 1,800,000 
訓練指導費 440,000 440,000 440,000 

就職支度費支出 1,450,000 1,450,000 1,450,000 

車両費支出 1,030,000 5,305,000 241,000 4,034,000 5,305,000 
雑支出 50,000 180,000 130,000 180,000 

事務費支出 9,569,000 32,200,000 124,733,000 17,053,000 65,911,000 124,733,000 
福利厚生費支出 196,000 1,810,000 7,265,000 1,989,000 3,270,000 7,265,000 
職員被服費支出 10,000 473,000 63,000 400,000 473,000 
旅費交通費支出 440,000 480,000 1,302,000 347,000 35,000 1,302,000 
研修研究費支出 442,000 750,000 3,340,000 938,000 1,210,000 3,340,000 
事務消耗品費支出 195,000 540,000 2,079,000 494,000 850,000 2,079,000 
印刷製本費支出 281,000 30,000 564,000 253,000 564,000 
水道光熱費支出 4,000 4,000 4,000 

修繕費支出 19,710,000 29,432,000 5,032,000 4,690,000 29,432,000 
通信運搬費支出 1,100,000 1,510,000 5,450,000 470,000 2,370,000 5,450,000 
会議費支出 35,000 10,000 150,000 25,000 80,000 150,000 
広報費支出 1,000,000 210,000 1,736,000 139,000 387,000 1,736,000 
業務委託費支出 110,000 3,150,000 50,987,000 3,577,000 44,150,000 50,987,000 
手数料支出 1,837,000 530,000 4,227,000 582,000 1,278,000 4,227,000 
保険料支出 192,000 192,000 192,000 
賃借料支出 496,000 496,000 496,000 
土地・建物賃借料支出 120,000 2,520,000 2,400,000 2,520,000 
租税公課支出 408,000 290,000 1,159,000 166,000 295,000 1,159,000 
保守料支出 600,000 1,880,000 7,988,000 2,193,000 3,315,000 7,988,000 
渉外費支出 681,000 320,000 1,411,000 200,000 210,000 1,411,000 

法人本部 ひまわり園 みどり園 みぎわ園

社会福祉事業区分  資金収支予算明細書
（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日

勘　　定　　科　　目 拠　　点　　区　　分 合　　計 内部取引消去 事業区分合計
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4,400,000 2,500,000 

4,400,000 
-4,400,000 

2,500,000 
-2,500,000 

47,270,000 

53,270,000 

228,000 
228,000 

9,800,000 

120,000 

7,000 7,000 

27,400,000 

364,000 
56,000 

308,000 

364,000 
27,163,000 

-2,000,000 

13,080,658 
11,080,658 

13,628,000 
39,642,000 
400,000 

-11,000,000 

22,568,485 

18,160,000 7,000 

18,160,000 

520,000 
520,000 

10,000,000 

10,520,000 
7,640,000 
700,000 

-10,000,000 

44,951,322 
34,951,322 11,568,485 

9,500,000 

9,500,000 

16,700,000 
35,519,000 
23,900,000 

3,000,000 

11,680,000 

59,419,000 
-42,719,000 

635,000 

635,000 

11,150,000 
1,150,000 

10,000,000 

10,000,000 

21,150,000 
-20,515,000 

14,132,000 

160,852,428 
174,984,428 

9,500,000 

9,500,000 

16,700,000 
35,519,000 
30,800,000 

3,000,000 

11,680,000 
600,000 600,000 

66,319,000 
-49,619,000 

120,000 

66,072,000 

7,000 

99,592,000 

12,262,000 
1,954,000 

10,000,000 

308,000 

2,98,000 

45,662,000 
53,930,000 
1,100,000 
-8,868,000 

241,452,893 
232,584,893 

9,500,000 

9,500,000 

7,200,000 7,200,000 7,200,000 

16,700,000 
35,519,000 
30,800,000 

8,620,000 8,620,000 8,620,000 
4,000,000 2,500,000 6,500,000 6,500,000 

3,000,000 

11,680,000 
600,000 

400,000 400,000 400,000 

66,319,000 
-49,619,000 

120,000 

66,072,000 

2,400,000 27,400,000 29,800,000 29,800,000 
3,600,000 3,600,000 3,600,000 

18,000,000 27,000,000 45,000,000 45,000,000 
20,000,000 20,000,000 

160,000 635,000 270,000 1,065,000 1,065,000 

66,192,000 

12,262,000 
1,954,000 

10,000,000 

308,000 

12,262,000 
53,930,000 
533,000 

-8,868,000 

241,452,893 
232,584,893 

施設整備等補助金収入
施設整備等補助金収入
設備資金借入金元金償還補助金収入

施設整備等寄附金収入
施設整備等寄附金収入
設備資金借入金元金償還寄附金収入

設備資金借入金収入
固定資産売却収入

車輌運搬具売却収入
器具及び備品売却収入

その他の施設整備等による収入
施設整備等収入計（４）

設備資金借入金元金償還支出
固定資産取得支出

土地取得支出
建物取得支出

車輌運搬具取得支出

建物付属設備取得支出

器具及び備品取得支出

造作取得支出

機械及び装備
構築物取得支出

建設仮勘定取得支出
権利取得支出
ソフトウエア取得支出

固定資産除却・廃棄支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
その他の設備整備等による支出

施設整備等支出計（５）
施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５）

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入

長期貸付金回収収入
長期運営資金借入金収入

投資有価証券売却収入
積立資産取崩収入

退職給付引当資産取崩収入
人件費積立資産取崩収入
施設整備等積立資産取崩収入
施設運営費積立資産取崩収入
植松茂子奨学積立資産取崩収入

拠点区分間長期繰入金収入
拠点区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入

3,600,000 3,600,000 サービス区分間繰入金収入

その他の活動による収入
その他の活動による収入

その他の活動収入計（７）
長期運営資金借入金元金償還支出
長期貸付金支出
投資有価証券取得支出
積立資産支出

退職給付引当資産支出
人件費積立資産支出
施設整備等積立資産支出
施設運営費積立資産支出
植松茂子奨学積立資産支出

事業区分間長期貸付金支出
拠点区分間長期貸付金支出
事業区分間長期借入金返済支出
拠点区分間長期借入金返済支出
事業区分間繰入金支出
拠点区分間繰入金支出

その他の活動による支出
その他の活動支出計（８）

その他の活動資金収支差額（9）＝（７）－（８）
予備費支出（10）

当期資金収支差額（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10）

前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）＋（12）

法人本部 ひまわり園 みどり園 みぎわ園

-33,400,000 

-29,800,000 
-3,600,000 

-29,800,000 
-3,600,000 

-32,400,000 

12,057,000 
474,600,000 
411,080,000 
63,520,000 
13,689,000 
4,884,000 

650,000 

12,057,000 
300,000 

300,000 
11,757,000 

12,057,000 
300,000 

300,000 
11,757,000 

11,757,000 11,757,000 
650,000 

保育事業収入
利用者等利用料収入

利用者負担金収入（公費）
利用者負担金収入（一般）

その他の事業収入
補助金事業収入（公費）
補助金事業収入（一般）

事業活動収入計（１）

拠　　点　　区　　分 合　　計 内部取引消去 事業区分合計みどり園 みぎわ園
750,487,000 
301,070,000 
270,075,000 

30,780,000 
143,346,000 
127,247,000 
123,803,000 
3,444,000 
16,099,000 
143,000 

15,160,000 

450,000 
106,406,000 
94,740,000 
94,740,000 

11,666,000 

11,666,000 

26,896,000 
21,317,000 
5,579,000 

126,867,000 
1,922,000 

61,894,000 

62,941,000 

45,902,000 

2,856,000 
42,591,000 

6,567,000 
1,397,000 

650,000 
650,000 

650,000 
650,000 

650,000 
650,000 
650,000 

57,000 
1,405,000 
1,269,000 
8,542,000 
578,000 

750,487,000 
301,070,000 

30,780,000 

270,075,000 

143,346,000 
127,247,000 
123,803,000 
3,444,000 
16,099,000 
143,000 

15,160,000 

450,000 
106,406,000 
94,740,000 
94,740,000 

11,666,000 

11,666,000 

26,896,000 
21,317,000 
5,579,000 

126,867,000 
1,922,000 

61,894,000 

110,000 110,000 

62,941,000 

45,902,000 

2,856,000 
42,591,000 

57,000 
1,405,000 
1,269,000 
8,542,000 
578,000 
6,567,000 
1,397,000 

750,487,000 
301,070,000 

30,780,000 

270,075,000 
215,000 215,000 215,000 

143,346,000 
127,247,000 
123,803,000 
3,444,000 
16,099,000 
143,000 

15,160,000 
346,000 346,000 346,000 

450,000 
106,406,000 
94,740,000 
94,740,000 

11,666,000 

11,666,000 

26,896,000 
21,317,000 
5,579,000 

126,867,000 
1,922,000 

61,894,000 

110,000 

62,941,000 

45,902,000 
455,000 455,000 455,000 

2,856,000 
42,591,000 

57,000 
100,000 
65,000 
571,000 
200,000 
21,000 
350,000 

751,280,000 

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

勘　　定　　科　　目 法人本部 ひまわり園

200,000 
114,000 
2,371,000 
128,000 
2,086,000 
157,000 

325,000 
1,050,000 
600,000 

600,000 

780,000 
40,000 

5,000,000 
250,000 
4,460,000 
290,000 

2,625,000 170,022,000 280,490,000 1,204,417,000 1,204,417,000 

介護保険事業収入
施設介護料収入

介護報酬収入

利用者負担金収入（公費）

利用者負担金収入（一般）
居宅介護料収入

（介護報酬収入）

介護報酬収入

介護予防報酬収入
（利用者負担金収入）

介護負担金収入（公費）

介護負担金収入（一般）

介護予防負担金収入（公費）
介護予防負担金収入（一般）

地域密着型介護料収入

（介護報酬収入）

介護報酬収入
介護予防報酬収入

（利用者負担金収入）

介護負担金収入（公費）

介護負担金収入（一般）
介護予防負担金収入（公費）

介護予防負担金収入（一般）

居宅介護支援介護料収入

居宅介護支援介護料収入
介護予防支援介護料収入

利用者等利用料収入

施設サービス利用料収入

居宅介護サービス利用料収入
地域密着型介護サービス利用料収入

食費収入（公費）

食費収入（一般）

居住費収入（公費）
居住費収入（一般）

その他の利用料収入

その他の事業収入

補助金事業収入
市町村特別事業収入

受託事業収入

その他の事業収入

その他の事業収入
その他の事業収入

補助金事業収入（公費）

（保険等査定減）
429,950,000 
415,496,000 
349,960,000 
65,536,000 
14,454,000 
6,699,000 

320,000 

429,950,000 
415,496,000 
349,960,000 
65,536,000 
14,454,000 
6,699,000 

155,280,000 
149,736,000 
129,050,000 
20,686,000 
5,544,000 
3,249,000 

274,670,000 
265,760,000 
220,910,000 
44,850,000 
8,910,000 
3,450,000 

320,000 150,000 170,000 

7,425,000 7,425,000 2,145,000 5,280,000 
10,000 

児童福祉事業収入

措置事業収入

事務費収入

事業費収入
その他の事業収入

補助金事業収入（公費）

補助金事業収入（一般）

受託事業収入（公費）
受託事業収入（一般）
その他の事業収入

借入金利息補助金収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入

受入研修費収入
利用者等外給食費収入
雑収入

流動資産評価益等による資金増加額
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（単位：円） （単位：円）
勘　　定　　科　　目 本年度（A） 前年度（B） 増減額（A）-（B） 備　　　　考

収　
　

入

事業活動収入計（１）

支　
　

出

事業活動支出計（２）

収　
　

入
施設整備等収入計（４）

支　
　

出
施設整備等支出計（5）

収　
　

入

その他の活動収入計（7）

支　
　

出

その他の活動支出計（8）

予備費支出（10）
当期資金収支差額（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

750,487,000 
429,950,000 
12,057,000 
650,000 
57,000 

1,269,000 

1,204,417,000 
930,142,000 
151,054,000 
124,733,000 
2,485,000 
1,524,000 
6,558,000 

1,216,496,000 
-12,079,000 
9,500,000 

16,700,000 
35,519,000 
30,800,000 

66,319,000 
-49,619,000 

120,000 

66,072,000 

66,192,000 

12,262,000 

12,262,000 
53,930,000 
1,100,000 
-8,868,000 

123,000 

67,557,000 

67,680,000 

45,700,000 

45,700,000 
21,980,000 
1,727,000 

-38,625,000 

724,759,000 
481,531,000 

10,000 
648,000 
76,000 

1,359,000 

1,225,264,000 
865,289,000 
161,107,000 
120,707,000 
2,487,000 
1,659,000 
6,888,000 

1,158,137,000 
67,127,000 
15,209,000 

15,209,000 
33,988,000 
107,226,000 

141,214,000 
-126,005,000 

25,728,000
-51,581,000
12,047,000

2,000
-19,000

-90,000

-20,847,000
64,853,000
-10,053,000
4,026,000

-135,000
-2,000

-330,000
58,359,000
-79,206,000
-5,709,000

7,200,000 7,200,000

-33,438,000
31,950,000
-627,000

29,757,000

前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）＋（12）

241,452,893 
232,584,893 

280,077,893 
241,452,893 

-38,625,000
-8,868,000

-1,488,000

-33,438,000

-74,895,000
76,386,000

-1,485,000

-3,000

1,491,000

-76,426,000
1,531,000

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5）

その他の活動資金収支差額（9）＝（7）－（8）

事業活動資金収支差額（３）＝（１）－（２）

介護保険事業収入
児童福祉事業収入
保育事業収入
その他事業収入
借入金利息補助金収入

1,405,000 2,045,000 -640,000経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入

8,542,000 14,836,000 -6,294,000その他の収入
流動資産評価益等による資金増加額

人件費支出
事業費支出
事務費支出
利用者負担軽減額
支払利息支出
その他の支出

施設整備等補助金収入
施設整備等寄附金収入
設備資金借入金収入
固定資産売却収入
その他の施設整備等による収入

設備資金借入金元金償還支出
固定資産取得支出
固定資産除却・廃棄支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
その他の設備整備等による支出

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入
長期運営資金借入金収入
長期貸付金回収収入
投資有価証券売却収入
積立資産取崩収入

拠点区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入

拠点区分間長期借入金収入

その他の活動による収入

長期運営資金借入金元金償還支出
長期貸付金支出
投資有価証券取得支出
積立資産支出
拠点区分間長期貸付金支出
拠点区分間長期借入金返済支出

サービス区分間繰入金収入
拠点区分間繰入金支出

その他の活動による支出

（単位：円）

令和2年度  資金収支予算書
（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日

社会福祉事業区分  資金収支予算明細書
（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日

「法人本部」
　社会福祉法人は、平成28年の社会福祉法改正により、経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明性の
向上等の改革を行ってきました。また、人口減少や急速な高齢化等の社会構造の変化の中で、社会福祉法人の
責務として、既存の社会保障制度や社会福祉制度では対応が困難な地域ニーズを積極的に把握・対応していく
ことが求められております。一方、生産年齢人口は、令和7年以降さらに減少が加速するなど、令和22年に向け
て現役世代（担い手）の減少が課題となっており、地域包括ケアシステムの構築や地域共生社会の実現等、地域
で連携してサービス提供することが求められてきているところであります。
　以上を踏まえ、社会福祉の人手不足などの問題が深刻化することが見込まれるなか、地域における社会福祉
サービスを確保するとともに、社会福祉法人が地域貢献の取り組み等を一層進めていく必要があると考えられ
ます。
　社会福祉法人芙蓉会は令和2年6月で創立117周年を迎えます。法人理念の下、地域社会との信頼関係を構
築し、質の向上とガバナンスを高めていくことが重要と考えており、更なる透明性（情報公開）・倫理性（苦情解
決）・組織性（内部監査・監事監査・外部監査）の積極的な取り組み姿勢、労務管理、地域貢献活動（買い物困難者
への支援事業）の実践を推進して参ります。
　今年は、新任職員研修及び中間管理職研修と新たにハラスメント相談窓口者を対象に立石雅世弁護士と塩谷
知一弁護士による研修を開催し、働きやすく魅力ある職場づくりと職員の資質向上に努めより質の高いサービ
ス提供を目指して参ります。さらに、良質な福祉サービスの継続的な提供に向けて、人材確保、育成、定着が最重
要課題となっており「福祉の仕事の魅力」の発信（ＷＥＢの有意義な活用等）に向けて不断の努力を重ねて参り
ます。

「児童養護施設 ひまわり園」
　令和元年度に「静岡県社会的養育推進計画（素案）」が策定されました。その策定に伴い各施設は今後10年
間の計画案提出を求められ、十分な説明も議論もされないまま県に提出することになりました。国の方針として
「里親委託の推進」「施設の小規模化、地域分散化」「多機能化、高機能化」という方向性は確定しており、児童養
護施設はその方針に則った運営計画を立てるよう求められました。施設の将来計画を策定するためには、財政
基盤の保障なくしてできる筈はないのですが、あまりにも強引に国は推し進めようとしています。
　そうした方針の影響か、静岡県内の殆どの児童養護施設は定員割れを起こしており、ひまわり園においては、
昨年度暫定定員69名（定員75名）だったのが入所児童数の伸びが見られず、更に保育士不足による1ユニット
閉鎖の影響によって、毎月の初日在籍児童数は平均48名と過去にない少人数での運営を余儀なくされました。
そのため令和2年度は暫定定員62名になる見込みとなりました。このことは今後の施設運営に少なからず影響
を及ぼすものであり、特に問題になるのは、平成8年に定員90名で改築した本体施設の維持管理費用です。
　本体施設で小規模グループケアを実施するためには、「早期家庭復帰や里親委託等に向けた専門的な支援を
積極的に行っていること」「高機能化及び多機能化・機能転換、小規模かつ地域分散化に向けた職員の人材育成
を行っていること」「概ね10年程度で小規模かつ地域分散化を進める計画を、人材育成も含めて策定している
こと」という条件を満たさねばなりません。更にユニットの児童数は従前の6人以上8人以下から「6人」に修正さ
れ、「各ユニットに玄関があること」が新たに条件として追加されました。これによって今後小規模グループケアを
増やしていくためには建物構造の改築が必要になってきます。現存建物を改築しない限りは申請自体ができな
くなったということであります。ひまわり園としては、本体建物の老朽化に伴う外壁タイル補修工事を優先的に
実施しなければならず、これに関して補助金請求は難しいため令和2年度に自己資金で実施するほかないと考
えています。その他の設備に関しては、今後の小規模化の計画と共に平行して行う事になると考えます。　
　ひまわり園では、国の政策に対応する今年度の方針として、「地域小規模児童養護施設ひろみ」の改築計画を
進めたいと考えています。「ひろみ」は平成13年度に開設しましたが、以前は中古住宅を購入して「自活ホーム」
として建物を使用していました。建物は耐震工事や一部改修等で現在の状態を保っていますが老朽化が著しい
ため、改築に向けての準備を具体的に行いたいと考えています。
　ひまわり園は平成8年の改築までは職員は住み込みが基本でした。職員は子どもたちと起居を共にした暮ら
しをベースに、子どもたちを養育してきました。現在の建物に改築した時に通勤制に勤務を変更しましたが、ひま
わり園は「おはようからお休みまで同じ顔がそこにあること」「縦割りユニットを基本にして年齢等でユニットを変
えない」ということを大切にした勤務を基本に据えて体制を進めてきました。現在、指導員・保育士の平均勤続年
数は9年11ヶ月で、職員が口々に言うのは「縦割りで子どもの成長を見続けることができるから長く勤務してこ
れた」ということです。しかし現実的な問題として、保育士の宿直は労働基準監督署の許可を得ているとは言え
概ね3日に1回あり、また土日、祝祭日、夏休み等の長期休暇では平常勤務以上の長時間児童が施設にいること
になるため、実質の超過勤務時間が増えるにもかかわらず十分な保障ができていないのも事実です。建物の構
造上の問題、ユニットの児童構成を含め、労働条件の改善を検討しなければなりません。この問題についても今
年度の重要な検討課題としてあげざるを得ません。

「地域小規模児童養護施設 ひろみ」（ ひまわり園加算事業 ）
　本体施設の支援のもと、地域の中での生活体験を基盤に家庭的な環境の中で、より個別的な関わりを持ちな
がら個別のニーズに沿った支援を提供することを目指します。
　入所児童へは本体施設の支援のもと、児童相談所や学校などと連携し落ち着いた生活が送れるように支援し
ていきます。
　今年度末に1名が自立する予定です。各関係機関と連携し自立へ向けた支援をしていきます。また退所後、安

定した生活が送れるようにアフターケアについても具体的な計画を立て、各関係機関の協力を求めていきます。
　地域のボランティアの方との関わりや、地域のイベントに参加することで、地域との関わりに広がりが出てきま
した。引き続き、地域の行事や日常の関わりを通して、施設への理解や関係が深まるよう努めていくと同時に、地
域で生活をしている児童福祉施設が地域の福祉や、まちづくりにどう関わっていくのか、何が出来るのか職員で考
えていきたいです。
　また建物の老朽化が進んでおります。家屋の新築や移転など、具体的な計画を立てていく中で現場の意見も積
極的に発信し、計画が円滑に進むよう努めていきます。
　令和2年度は本体施設の支援のもと、以下の基本目標に基づき職員の技能向上および児童養護サービスの向
上に努め、安全で安心な暮らしを子どもたちに保障し、社会的自立並びに家族再統合に向けて関係機関、地域、学
校、保護者と連携・協働して事業を推進します。

「恩賜記念 みどり園」
　改正児童福祉法や、平成29年8月に示された「新しい社会的養育ビジョン」では家庭養育優先の原則を推進し、
乳児院･児童養護施設等には、家庭での養育が難しいケアニーズの高い子ども達の養育と、親支援（里親や地域
家庭を含む）等、施設の専門性を高めてさらなる家庭復帰、親子再統合を図っていくとともに、里親や特別養子縁
組を含む在宅家庭への支援を行うこと等、児童福祉施設の高機能化及び多機能化、小規模化･地域分散化を進め
るように強く求めています。
　それに伴い「新しい社会的養育ビジョン」では社会的養育を担う施設の養育に必要な職員を配置するように国
に求めていましたが、現時点では乳児院に関する職員配置等についての改善は示されていません。養育単位の規
模化や分園化には職員の配置増が必須要件ですので、分園や高機能化や機能強化に関する計画が進められない
状態にあります。
　しかし令和2年3月よりみどり園内に企業主導型保育施設さくら保育園の開設を行いましたので、乳児院の施
設面積に関する変更を行い、保育園との連携をとりながら、みどり園を必要としている子ども達の安心や安全を守
ることを第一義として、また巣立っていった子ども達の足跡を守る家庭に変わる場所としての役割を堅持すること、
小規模化を考慮した養育環境の整備を行い、地域の家庭支援を中心としたニーズに応えられるような施設機能の
強化を基本とした事業計画を作成しました。これに加えて、国より示された「働き方改革」の趣旨を考慮し、24時
間365日稼働している社会福祉施設での労働環境の整備を模索することや、園舎北側の土地で行う分園型小規
模グループケアを中心とした施設の建設計画と、実施可能な付帯事業についても行政機関との調整しながら事業
開始に向けて必要な人材の確保や養成についても事業に盛り込みながら、事業を進めます。
　定員は乳児30名ですが、入所児童の減少から暫定定員での事業となるため、必要に応じて積立金の取り崩し
を行います。

「特別養護老人ホーム みぎわ園」
　日本が様々な意味で注目される年となる事が予測されます。加えて、国際状況は米中貿易摩擦、中東情勢の緊
張激化、さらに中国における新型肺炎による世情不安など様々な影響が考えられるところです。
　労働者環境に於いては、「働き方改革」をキャッチフレーズに、働く環境への整備と充実が叫ばれる年でもあります。
　そのような中、2025年問題とした団塊の世代が7５歳を迎え、介護保険サービスの受給者が更に増える事が
予想され、その背景を見た時、介護人材の不足が深刻な状況になる事が懸念されています。人材確保の施策につ
いては急務であり、新卒採用に向けて年度当初より募集エリアを静岡県の他、県を越境しての行動の下で、新た
な人材確保に向け就職セミナー大学及び専門学校に対しても幅広く募集をかけて行く必要があると思われます。
　同時に直接介護に携わる職員の働き方の再検討を進める事も計画して行きます。
　本年度より外国人雇用、ベトナム社会主義共和国より技能実習生を受入れ、外国人の人材を登用した実践が進
められます。
　一方で、職員の介護スキルアップを目的とした研修も綿密に組み上げ、職員一人ひとりのステップアップに期待
をしています。加えて、IOT及びICTを活用した介護現場の業務改善への取組みも検討の一つとして行う必要が
あるように思われます。
　令和２年度は、３年毎に改正される介護保険報酬基準の最終年であり、介護保険料の拠出が膨大に嵩む中、厚
労省としては利用者への自己負担の増額が求められ、その背景の下で介護サービス事業所へは、様々な要望が
求められる事も予測されます。この様な中でも対応出来うる施設として、また選ばれるよう時代に即した入居系、
在宅系サービスへの経営、運営努力が必要となって来ます。
　介護事情の変化と共に地域のニーズに即した介護提供を進める上で、現ふようデイサービスセンターの進化を
期すべく内容の充実を図り、施設移転を含めた検討を行っていきます。
　昨年度、富士市との間で福祉避難所として、災害時配慮者（要支援者）救護施設として提携を結び災害時受け入
れ施設としての整備を進める中、非常用自家発電設備を整えた所であります。
　東南海地震及び風雨災害等に備えるべく整備の充実を図り、継続的に持続性のある計画実施と介護ニーズに
沿った事業計画とします。

「さくら保育園」
　乳児院、児童養護施設、特別養護老人ホームの方々と触れ合える環境の中で、季節の伝統および行事を大切に
しながら一人ひとりの成長を見守り、心と体を豊かに育てます。

　新型コロナウイルスによる感染症が猛威を振るっています。日本政府はこのウイルスに対抗するための諸策を講じ、様々な通知を発出していますが、見通しがたたず現時点では何時何処で感染するか分か
らないような状況になっています。社会福祉法人芙蓉会の主要事業は、24時間体制で365日継続した稼働が求められるため、利用者の安心や安全を守るべく、この目に見えない強敵に対して既存の感染症
対策の見直しと強化を図り、できうる限りの対応を行いたいと思います。
　政府が示した働き方改革関連法案や、女性活躍・ハラスメント規制法の成立にともない、労働施策総合推進法、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法など５本の法律が一括改正され、同一労働同一賃金、
勤怠管理の徹底をはじめとする職場の精神衛生を含む労働環境の整備が求められています。
　これは、今まで精神論で維持されていた部分が大きい対人援助サービスを行う福祉の職場、社会福祉法人には様々な見直しを行う要件が提示されました。
　社会福祉法人芙蓉会は、利用者本位・利用者第一主義を基本にサービスを提供してきましたが、福祉の現場は慢性的な人手不足の状態で、求人を行っても応募がありません。介護福祉士や保育士等の専
門職の養成校も定員割れを起こしている状況で、次の世代を担う人材の確保に苦慮しています。一方、求職者を取り巻く環境は、スマートホンさえ持っていればどこに居ても求人情報が閲覧で、サイトに登録
すれば自分の希望する職種の求人情報を勝手に紹介してくれるばかりか、労働条件や給与面の比較が簡単にできる時代になりました。まさに売り手市場の状況が続いており、求職者には魅力のある職場環
境と、その職場情報の発信が求められています。
　このような状況の中で、当法人を利用する方々の最善の利益の追求と、地域などから求められる公益事業の展開を継続するために、必要な人材を確保するための方策を根本的に見直し、法人や、施設の職
場環境のアピール等の方法を充実させて新たな人材を確保する事、当法人を選んで働いてくれている職員の誰もが安心して仕事が続けられる労働環境を整備する事、職員自身がキャリアアップする事に対
してモチベーションの維持ができる事の三点を主軸に、先達の作り上げてきた思想や理念・支援技術を継承し、進化･発展させる次の世代の人材の確保や、育成をおこなう事業を展開する年度とします。

「子どもとお年寄りの幸せを目指して」～創立の理念・精神を伝承するために～

※令和2年度事業・予算報告は、紙面の都合上縮小して掲載しています。事業・予算報告は、当法人ホームページでも閲覧できますのでご覧下さい。

令和2年度　社会福祉法人芙蓉会　事業計画 2019年度 社会福祉法人芙蓉会　予算計画

（単位：円）
社会福祉事業区分  資金収支予算明細書

（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日
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る
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支

　　　

勘　　定　　科　　目 拠　　点　　区　　分 合　　計 内部取引消去 事業区分合計

役員報酬支出

医薬品費支出

葬祭費支出

燃料費支出

流動資産評価損等による資金減少額

事業活動資金収支差額（３）＝（１）－（２）

2,000,000 

-29,163,000 -14,440,000 

2,000,000 
543,157,000 

-12,079,000 -45,842,000 77,366,000 

人件費支出 22,219,000 206,610,000 930,142,000 176,740,000 5248,573,000 930,142,000 
2,000,000 

職員給料支出 9,365,000 130,560,000 105,904,000 297,328,000 543,157,000 
職員賞与支出 3,130,000 44,080,000 178,211,000 35,159,000 95,842,000 178,211,000 
非常勤職員給与支出 4,591,000 2,810,000 70,062,000 9,510,000 53,151,000 70,062,000 
派遣職員費支出 2,349,000 2,349,000 2,349,000 
退職給付支出 200,000 1,800,000 15,534,000 1,787,000 11,747,000 15,534,000 
法定福利費支出 2,933,000 27,360,000 118,829,000 22,031,000 66,505,000 118,829,000 

事業費支出 51,670,000 151,054,000 19,985,000 79,399,000 151,054,000 
給食費支出 15,750,000 55,109,000 5,479,000 33,880,000 55,109,000 
介護用品費支出 6,920,000 6,920,000 6,920,000 

事業活動支出計（２） 31,788,000 294,930,000 1,216,496,000 215,864,000 673,914,000 1,216,496,000 
-12,079,000 

支払利息支出 1,524,000 1,524,000 1,524,000 
その他の支出 4,450,000 6,558,000 2,086,000 22,000 6,558,000 

利用者等外給食費支出 4,440,000 6,548,000 2,086,000 22,000 6,548,000 
雑支出 10,000 10,000 10,000 

諸会費支出 152,000 460,000 1,589,000 433,000 544,000 1,589,000 
雑支出 1,400,000 390,000 2,369,000 405,000 174,000 2,369,000 

利用者負担軽減額 2,485,000 2,485,000 2,485,000 

保健衛生費支出 690,000 3,361,000 1,069,000 1,602,000 3,361,000 
被服費支出 910,000 2,504,000 594,000 1,000,000 2,504,000 
教養娯楽費支出 1,420,000 3,769,000 1,274,000 1,075,000 3,769,000 
日用品費支出 370,000 1,759,000 1,389,000 1,759,000 

本人支給金支出 8,705,000 2,145,000 8,705,000 
保育材料費 100,000 100,000 100,000 

水道光熱費支出 8,790,000 
6,560,000 

35,597,000 3,308,000 21,894,000 33,992,000 
燃料費支出 820,000 820,000 820,000 
消耗器具備品費支出 1,350,000 7,980,000 1,300,000 5,330,000 7,980,000 
保険料支出 940,000 2,202,000 171,000 1,091,000 2,202,000 
賃借料支出 3,300,000 7,816,000 1,943,000 

22,000 
22,000 

2,573,000 7,816,000 
教育指導費支出 9,060,000 9,082,000 9,082,000 

幼児教育指導費 240,000 262,000 262,000 
義務教育指導費 3,080,000 3,080,000 3,080,000 
高校教育指導費 3,500,000 3,500,000 3,500,000 
学校給食費 1,800,000 1,800,000 1,800,000 
訓練指導費 440,000 440,000 440,000 

就職支度費支出 1,450,000 1,450,000 1,450,000 

車両費支出 1,030,000 5,305,000 241,000 4,034,000 5,305,000 
雑支出 50,000 180,000 130,000 180,000 

事務費支出 9,569,000 32,200,000 124,733,000 17,053,000 65,911,000 124,733,000 
福利厚生費支出 196,000 1,810,000 7,265,000 1,989,000 3,270,000 7,265,000 
職員被服費支出 10,000 473,000 63,000 400,000 473,000 
旅費交通費支出 440,000 480,000 1,302,000 347,000 35,000 1,302,000 
研修研究費支出 442,000 750,000 3,340,000 938,000 1,210,000 3,340,000 
事務消耗品費支出 195,000 540,000 2,079,000 494,000 850,000 2,079,000 
印刷製本費支出 281,000 30,000 564,000 253,000 564,000 
水道光熱費支出 4,000 4,000 4,000 

修繕費支出 19,710,000 29,432,000 5,032,000 4,690,000 29,432,000 
通信運搬費支出 1,100,000 1,510,000 5,450,000 470,000 2,370,000 5,450,000 
会議費支出 35,000 10,000 150,000 25,000 80,000 150,000 
広報費支出 1,000,000 210,000 1,736,000 139,000 387,000 1,736,000 
業務委託費支出 110,000 3,150,000 50,987,000 3,577,000 44,150,000 50,987,000 
手数料支出 1,837,000 530,000 4,227,000 582,000 1,278,000 4,227,000 
保険料支出 192,000 192,000 192,000 
賃借料支出 496,000 496,000 496,000 
土地・建物賃借料支出 120,000 2,520,000 2,400,000 2,520,000 
租税公課支出 408,000 290,000 1,159,000 166,000 295,000 1,159,000 
保守料支出 600,000 1,880,000 7,988,000 2,193,000 3,315,000 7,988,000 
渉外費支出 681,000 320,000 1,411,000 200,000 210,000 1,411,000 

法人本部 ひまわり園 みどり園 みぎわ園

社会福祉事業区分  資金収支予算明細書
（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日

勘　　定　　科　　目 拠　　点　　区　　分 合　　計 内部取引消去 事業区分合計
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4,400,000 2,500,000 

4,400,000 
-4,400,000 

2,500,000 
-2,500,000 

47,270,000 

53,270,000 

228,000 
228,000 

9,800,000 

120,000 

7,000 7,000 

27,400,000 

364,000 
56,000 

308,000 

364,000 
27,163,000 

-2,000,000 

13,080,658 
11,080,658 

13,628,000 
39,642,000 
400,000 

-11,000,000 

22,568,485 

18,160,000 7,000 

18,160,000 

520,000 
520,000 

10,000,000 

10,520,000 
7,640,000 
700,000 

-10,000,000 

44,951,322 
34,951,322 11,568,485 

9,500,000 

9,500,000 

16,700,000 
35,519,000 
23,900,000 

3,000,000 

11,680,000 

59,419,000 
-42,719,000 

635,000 

635,000 

11,150,000 
1,150,000 

10,000,000 

10,000,000 

21,150,000 
-20,515,000 

14,132,000 

160,852,428 
174,984,428 

9,500,000 

9,500,000 

16,700,000 
35,519,000 
30,800,000 

3,000,000 

11,680,000 
600,000 600,000 

66,319,000 
-49,619,000 

120,000 

66,072,000 

7,000 

99,592,000 

12,262,000 
1,954,000 

10,000,000 

308,000 

2,98,000 

45,662,000 
53,930,000 
1,100,000 
-8,868,000 

241,452,893 
232,584,893 

9,500,000 

9,500,000 

7,200,000 7,200,000 7,200,000 

16,700,000 
35,519,000 
30,800,000 

8,620,000 8,620,000 8,620,000 
4,000,000 2,500,000 6,500,000 6,500,000 

3,000,000 

11,680,000 
600,000 

400,000 400,000 400,000 

66,319,000 
-49,619,000 

120,000 

66,072,000 

2,400,000 27,400,000 29,800,000 29,800,000 
3,600,000 3,600,000 3,600,000 

18,000,000 27,000,000 45,000,000 45,000,000 
20,000,000 20,000,000 

160,000 635,000 270,000 1,065,000 1,065,000 

66,192,000 

12,262,000 
1,954,000 

10,000,000 

308,000 

12,262,000 
53,930,000 
533,000 

-8,868,000 

241,452,893 
232,584,893 

施設整備等補助金収入
施設整備等補助金収入
設備資金借入金元金償還補助金収入

施設整備等寄附金収入
施設整備等寄附金収入
設備資金借入金元金償還寄附金収入

設備資金借入金収入
固定資産売却収入

車輌運搬具売却収入
器具及び備品売却収入

その他の施設整備等による収入
施設整備等収入計（４）

設備資金借入金元金償還支出
固定資産取得支出

土地取得支出
建物取得支出

車輌運搬具取得支出

建物付属設備取得支出

器具及び備品取得支出

造作取得支出

機械及び装備
構築物取得支出

建設仮勘定取得支出
権利取得支出
ソフトウエア取得支出

固定資産除却・廃棄支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
その他の設備整備等による支出

施設整備等支出計（５）
施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５）

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入

長期貸付金回収収入
長期運営資金借入金収入

投資有価証券売却収入
積立資産取崩収入

退職給付引当資産取崩収入
人件費積立資産取崩収入
施設整備等積立資産取崩収入
施設運営費積立資産取崩収入
植松茂子奨学積立資産取崩収入

拠点区分間長期繰入金収入
拠点区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入

3,600,000 3,600,000 サービス区分間繰入金収入

その他の活動による収入
その他の活動による収入

その他の活動収入計（７）
長期運営資金借入金元金償還支出
長期貸付金支出
投資有価証券取得支出
積立資産支出

退職給付引当資産支出
人件費積立資産支出
施設整備等積立資産支出
施設運営費積立資産支出
植松茂子奨学積立資産支出

事業区分間長期貸付金支出
拠点区分間長期貸付金支出
事業区分間長期借入金返済支出
拠点区分間長期借入金返済支出
事業区分間繰入金支出
拠点区分間繰入金支出

その他の活動による支出
その他の活動支出計（８）

その他の活動資金収支差額（9）＝（７）－（８）
予備費支出（10）

当期資金収支差額（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10）

前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）＋（12）

法人本部 ひまわり園 みどり園 みぎわ園

-33,400,000 

-29,800,000 
-3,600,000 

-29,800,000 
-3,600,000 

-32,400,000 

12,057,000 
474,600,000 
411,080,000 
63,520,000 
13,689,000 
4,884,000 

650,000 

12,057,000 
300,000 

300,000 
11,757,000 

12,057,000 
300,000 

300,000 
11,757,000 

11,757,000 11,757,000 
650,000 

保育事業収入
利用者等利用料収入

利用者負担金収入（公費）
利用者負担金収入（一般）

その他の事業収入
補助金事業収入（公費）
補助金事業収入（一般）

事業活動収入計（１）

拠　　点　　区　　分 合　　計 内部取引消去 事業区分合計みどり園 みぎわ園
750,487,000 
301,070,000 
270,075,000 

30,780,000 
143,346,000 
127,247,000 
123,803,000 
3,444,000 
16,099,000 
143,000 

15,160,000 

450,000 
106,406,000 
94,740,000 
94,740,000 

11,666,000 

11,666,000 

26,896,000 
21,317,000 
5,579,000 

126,867,000 
1,922,000 

61,894,000 

62,941,000 

45,902,000 

2,856,000 
42,591,000 

6,567,000 
1,397,000 

650,000 
650,000 

650,000 
650,000 

650,000 
650,000 
650,000 

57,000 
1,405,000 
1,269,000 
8,542,000 
578,000 

750,487,000 
301,070,000 

30,780,000 

270,075,000 

143,346,000 
127,247,000 
123,803,000 
3,444,000 
16,099,000 
143,000 

15,160,000 

450,000 
106,406,000 
94,740,000 
94,740,000 

11,666,000 

11,666,000 

26,896,000 
21,317,000 
5,579,000 

126,867,000 
1,922,000 

61,894,000 

110,000 110,000 

62,941,000 

45,902,000 

2,856,000 
42,591,000 

57,000 
1,405,000 
1,269,000 
8,542,000 
578,000 
6,567,000 
1,397,000 

750,487,000 
301,070,000 

30,780,000 

270,075,000 
215,000 215,000 215,000 

143,346,000 
127,247,000 
123,803,000 
3,444,000 
16,099,000 
143,000 

15,160,000 
346,000 346,000 346,000 

450,000 
106,406,000 
94,740,000 
94,740,000 

11,666,000 

11,666,000 

26,896,000 
21,317,000 
5,579,000 

126,867,000 
1,922,000 

61,894,000 

110,000 

62,941,000 

45,902,000 
455,000 455,000 455,000 

2,856,000 
42,591,000 

57,000 
100,000 
65,000 
571,000 
200,000 
21,000 
350,000 

751,280,000 

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

勘　　定　　科　　目 法人本部 ひまわり園

200,000 
114,000 
2,371,000 
128,000 
2,086,000 
157,000 

325,000 
1,050,000 
600,000 

600,000 

780,000 
40,000 

5,000,000 
250,000 
4,460,000 
290,000 

2,625,000 170,022,000 280,490,000 1,204,417,000 1,204,417,000 

介護保険事業収入
施設介護料収入

介護報酬収入

利用者負担金収入（公費）

利用者負担金収入（一般）
居宅介護料収入

（介護報酬収入）

介護報酬収入

介護予防報酬収入
（利用者負担金収入）

介護負担金収入（公費）

介護負担金収入（一般）

介護予防負担金収入（公費）
介護予防負担金収入（一般）

地域密着型介護料収入

（介護報酬収入）

介護報酬収入
介護予防報酬収入

（利用者負担金収入）

介護負担金収入（公費）

介護負担金収入（一般）
介護予防負担金収入（公費）

介護予防負担金収入（一般）

居宅介護支援介護料収入

居宅介護支援介護料収入
介護予防支援介護料収入

利用者等利用料収入

施設サービス利用料収入

居宅介護サービス利用料収入
地域密着型介護サービス利用料収入

食費収入（公費）

食費収入（一般）

居住費収入（公費）
居住費収入（一般）

その他の利用料収入

その他の事業収入

補助金事業収入
市町村特別事業収入

受託事業収入

その他の事業収入

その他の事業収入
その他の事業収入

補助金事業収入（公費）

（保険等査定減）
429,950,000 
415,496,000 
349,960,000 
65,536,000 
14,454,000 
6,699,000 

320,000 

429,950,000 
415,496,000 
349,960,000 
65,536,000 
14,454,000 
6,699,000 

155,280,000 
149,736,000 
129,050,000 
20,686,000 
5,544,000 
3,249,000 

274,670,000 
265,760,000 
220,910,000 
44,850,000 
8,910,000 
3,450,000 

320,000 150,000 170,000 

7,425,000 7,425,000 2,145,000 5,280,000 
10,000 

児童福祉事業収入

措置事業収入

事務費収入

事業費収入
その他の事業収入

補助金事業収入（公費）

補助金事業収入（一般）

受託事業収入（公費）
受託事業収入（一般）
その他の事業収入

借入金利息補助金収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入

受入研修費収入
利用者等外給食費収入
雑収入

流動資産評価益等による資金増加額



　新型コロナウイルスが世界中で猛威をふるっております。編集を終える頃に至りましても、時々刻 と々情勢が変わってお
りますので、今回号が皆様のお手元に渡る時には、どうなっているか予想が出来ません。状況が良い方向に向っていること
を願ってやみません。
　当法人でも各施設で出来る限りの感染の予防対策を図り、情勢を見て、慎重に対応にしているところであります。皆様に
おかれましても、ご自身の健康管理と感染予防にご留意下さい。

編集後記

■㈱アオノ■井上建設㈱■いいずみファミリークリニック■池田義教■碓井真由美
■㈲エイ・アンド・エイ■圓妙寺■小穴菅登■太田智■沖本富夫・洋子■勝又洋子■㈱カミオ
■梶本直正■門司一徹■神田五郎■㈱かつまた■加藤俊洋、由香■協栄空調㈱■菊池正治
■木本小百合■静岡恵明学園　理事長　杉村伸一■小林悠真■小西徳三■㈱コーラ■佐野正
■佐藤昌之■佐藤みどり■サンコー防災㈱■清水銀行■白井ひろみ■シャトレーゼ富士店
■杉山幹根■須藤和夫■鈴木庸由■清都■髙橋武雄■髙橋ハヤ■ダイエー工業　鈴木重勝
■㈲ 大富士■㈱ 大松園■月岡医院■戸巻紀美 子■トレンドマイクロ㈱ C R Sチーム
■行木秀和■虹の会　代表　味岡佐千代■日本鏡餅組合■布田保孝■早川博美■美影館
■ビーバースカウト■富士信用金庫今泉北支店■深澤良子■藤巻利治■文屋　代表　木下豊
■㈱プレナスほっともっと事業本部■保科会計事務所■星野太郎バッグデザイン研究㈱■㈱松野精肉店
■公益財団法人毎日新聞東京社会業団■㈲松永精巧　松永秀彦■美濃部みどり■妙立寺■望月晃
■ヤマグチ電機㈱■山田賢一■㈱ライフプラザアドバンス　　　　　　　　　　　　　　　　　

たくさんのご寄付をいただきありがとうございました。お礼を
申し上げるとともに、ここに紹介させていただきます。（敬称略）

年間会費
個人会費 1口 1,000円｝ 会　　社

団体会員 1口 3,000円｝

　多くの方々から後援会費を送金いただき、心より感謝を申
し上げます。また新規のご入会も随時受けつけております。
子どもたちのため、おとしよりのために、あたたかいご支援
いただけますよう、ご入会をお願いいたします。
　会費の振込先は下記の口座にて承ります。

振込先（郵便局振替口座）

・口座番号 00880-0-2423　  ・口座名称 芙蓉会後援会

何口でも
結構です

銀 行 名　ゆうちょ銀行
店　　名　〇八九店
預金種目　当座
口座番号　０００２４２３
口座名義　フヨウカイコウエンカイ

他の金融機関からの
お振込を受ける際に
ご指定いただく口座
情報は、右記のとお
りとなります。

後援会からのお知らせ

（R1.11.23～R2.2.28）

　芙蓉会は、皆様方のご支援に支えられなが
ら今日を迎えております。一人ひとりの想いの
こもったご寄付は、社会福祉事業を推進して
いく上での大きな支えとなっております。年
間を通して寄付金をお受けしておりますので、
何卒ご協力の程よろしくお願い致します。
　今後とも変わらぬご支援ご指導を賜ります
ようお願い申し上げる次第でございます。

振込先

銀 行 名　静岡銀行 吉原北支店

預金種目　普通預金

口座番号　０817169

口座名義　社会福祉法人芙蓉会　理事長　内藤好彦
　 　　　  シャカイフクシホウジンフヨウカイ
　 　　　  リジチョウ　ナイトウヨシヒコ

寄付のお願い
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児童養護施設
地域小規模児童養護施設
乳 児 院
企業主導型保育施設
特別養護老人ホーム
ショートステイ
通 所 介 護
通 所 介 護
居宅介護支援事業
地域包括支援センター
在宅介護支援センター
看護小規模多機能

ひ ま わ り 園
ひ ろ み
恩 賜 記 念 み ど り 園
さ く ら 保 育 園
み ぎ わ 園
み ぎ わ 園
デイサービスセンターみぎわ園
ふようデイサービスセンター
ふよう居宅介護支援事業所
富士市吉原西部地域包括支援センター
み ぎ わ 園
み ぎ わ の 里

℡0545-52-0402
℡0545-22-1281
℡0545-53-5665
℡0545-55-1118
℡0545-55-1800
℡0545-55-1877
℡0545-55-1800
℡0545-52-1397
℡0545-52-5500
℡0545-30-8324
℡0545-55-1811
℡0545-30-7952

※今回、他の施設はありませんでした。目 箱安 （R2.1月～3月）

●ひまわり園
内容：絵本の寄付をしたが、ホームページに掲載
　　　されていなかった。

対応：迅速に対応し、ホームページに掲載させて
　　　頂きました。大変申し訳ありませんでした。⇨

内容：野良猫が屋上に上がり込んで鳴き声がする。 対応：職員が屋上から出して、入り込めないよう
　　　に対応しました。⇨




